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おいしくでき上がりました

お母さんの味 下づくりおやつ敬重が7JH 日中央公民館で聞かれ

ました.

との目集，たのは2'人で、s・♀事帯型学院の柳原尊先

生のj旨噂@もとにデコレ シ"ケー4炉、ゴールデン

サワ をおいしくっくり上げました.

ζの4度当語l玄、 4月'"目から10固にわたって聞かれた

もので マドレーヌやかしわ餅、クッキー、ジA ーク

リ ム忽ど色んは手づ〈りのおやつをつ〈りました.

ζの図は震後の固で.ケーキを混食しながら反省会

が聞かれ. ・子どもが嘗んだわ. ・お父さんら喜本の

よ.'"ど婚しそう な会径が交わされていました.

おやつ教室
一……一一一…

パパも坊やもピックり ?
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うよし放追

で 決 議

近
年
、
自
動
車
の
急
速
な
普
及

に
伴
い
悲
梓
惨
な
交
通
事
故
が
続
出

し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
交
通
三

悪
の
元
凶
で
あ
る
飲
酒
運
転
事
故

が
後
を
絶
た
ず
重
大
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

六
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
市

議
会
提
案
に
よ
る
「
飲
酒
運
転
追

放
に
関
す
る
決
議
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

乙
の
三
な
い
運
動
を
徹
底
さ
せ

飲
酒
運
転
追
放
の
た
め
の
施
策
を

講
ず
る
よ
う
、
強
い
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
署

・
市
・
交
通
安
全
協
会
の

緊
密
な
連
け
い
の
も
と
に
、
諸
施

策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が

更
に
市
民
各
位
の
ど
理
解
ど
協
力

に
よ
り
、
ま
ず
自
分
自
身
の
家
庭

や
職
場
か
ら
飲
酒
運
転
追
放
運
動

を
徹
底
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

事
故
の
な
い
夏
休
み
を

夏

の

交

通

安

全

運

動

子
供
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
夏

什
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。

暑
さ
に
め
げ
ず
、
海
や
山
へ
と
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A
Q
一品市議

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し

F
為

、

4
I吋
『

tv

運
転
す
る
人
に
は
酒
を

飲
ま
せ
な
い

沼
を
飲
ん
だ
人
に
は
運

転
さ
せ
な
い

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

7
月

引

日

i

8
月

初

日

遠
出
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す

特
に
、
子
供
た
ち
は
夏
休
み
と

い
う
開
放
感
か
ら
、
と
も
す
れ
ば

日
頃
の
交
通
安
全
に
対
す
る
「
シ

ツ
ケ
」
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
、
活

発
な
戸
外
活
動
と
あ
い
ま
っ
て
、

交
通
事
故
に
あ
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。

ま
た
運
転
者
も
、
一
般
的
に
暑

さ
か
ら
く
る
疲
労
な
ど
に
よ
り
注

意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す

そ
こ
で
、
次
の
二
項
目
を
重
点

に
夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
夏
休
み
中
の
子
供
と
老
人
の
交

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

場日
所時

る(
書な
類る
をベ
ごく
持事
参故
下 に
さ関
い係
)の

あ

.占ー

父

通

事

故

巡

回

相

談

七
月
二
十
六
日
(
火
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

市
役
所
市
民
相
談
室

通
事
故
防
止

。
幼
児
に
対
し
て
は
、
路
上
遊
戯

路
上

へ
の
飛
び
出
し
、
車
の
直
前

直
後
横
断
を
絶
対
し
な
い
よ
う
身

体
で
教
え
ま
し
ょ
う

O
小
中
学
生
に
対
し
て
は
、
正
し

い
歩
行
、

自
転
車
の
安
全
な
乗
り

方
の
指
導
、
ま
た
高
校
生
に
は
二

輪
車
の
無
免
許
運
転
、
整
備
不
良

車
の
運
転
、
無
謀
運
転
を
絶
対
し

な
い
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う

O
老
人
に
対
し
て
は
、
正
し
い
歩

行
、
横
断
の
仕
方
な
ど
を
指
導
す

る
と
共
に
、
危
険
度
の
高
い
夜
間

の
一
人
歩
き
は
な
る
べ
く
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

2
飲
酒
・
過
労
・
暴
走
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
防
止

O
家
庭
で
も
職
場
で
も
「
飲
ん
だ

ら
運
転
し
な
い
」
「
運
転
す
る
な

ら
飲
ま
な
い
」
「
運
転
す
る
人
に

は
欽
ま
せ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し

ょ
v

つ
。
夏
は
睡
眠
不
足
で
過
労
に
な
り

が
ち
で
す

事
業
主
、
運
行
管
理
者
な
ど
は

過
労
運
転
の
防
止
に
心
掛
け
、
ま

た
、
マ
イ
カ
ー
で
行
楽
な
ど
に
出

か
け
る
人
は
、
無
理
な
運
転
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

O
暴
走
族
に
よ
る
暴
走
運
転
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

家
庭
で
も
職
場
で
も
お
互
い
に

注
意
し
合
い
、
暴
走
運
転
は
絶
対

に
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
に

行
か
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
発
生
状
況

(
担
年

6
月
初
日
現
在
)

者

3 

2 
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A
H
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U

一行出
減

l増減率

増

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

国

保

相

談

課
税
の
方
法
を

ご
存
じ
で
す
か

⑨
国
民
健
康
保
険
税
課
税
額
は
、

所
得
割
額
被
保
険
者
均
等
割
額
及

び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
で

こ
の
合
算
額
を
七
月
納
期
を
最
初

に
六
期
に
分
け
て
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
乙
の
課
税
額
の
最
高
限

度
額
は
十
七
万
円
(
五
十
一
年
度

は
十
五
万
円
)
と
な
っ
て
い
ま
す

て
所
得
割
額

を
差
引
い
た
後
の
金
額
)
か
ら
市

民
税
基
礎
控
除
額
(
五
十
二
年
度

は
二
十
万
円
」

を
差
引
い
た
金
額

に
所
得
割
税
率
(
五
十
二
年
度
は

四
・
九
労
)
を
乗
じ
た
も
の
で
す

算
式
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

す。(
珪
刊
号
δ
露
国
司
萌
ゆ
盤
)
l
(幌

器
時
一
疹
)
×

(剖
区
制
)

ニ
、
均
等
割
額

国
保
世
帯
員

一
人
に
つ
い
て
六

千
円
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

三
、
平
等
割
額

国
保
世
帯
一
世
帯
に

つ
い
て
七

国
保
の
世
帯
員
に
つ
い
て
、
前

年
中
の
総
所
得
金
額

(総
収
入
か

ら
必
要
経
費
又
は
給
与
所
得
控
除

町
、
一
〉
〉
?〈
f

J

j三
J
K
J
1〈
-f'J
J-
7
7
3
f
J
-
J
'ご
、JI
J

い

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

叩

一

民

踊

協

会

か

ら

図

書

の

寄

贈

一

へ

f

ん

大

村
民
踊
協
会

(
本
竹
良
子
乙
の
図
書
は
、
中
地
区
公
民
叫

川
会
長
)
か
ら
、
社
会
教
育
充
実
館
図
書
室
に
備
え
、
文
学
講
座
叫

V

の
た
め
に
と
、
「
日
本
古
典
全
な
ど
の
教
室
、
又
広
く
市
民
に
〈

伊
書
」

百
冊
を
ど
寄
贈
い

た

だ

き

ど

活

用

い

た

だ

き

ま

す

。

川

、
ま
し
た
。

千
六
百
九
十
円
で
計
算
さ
れ
ま
す

④
従
来
、
国
保
世
帯
員
の
中
に

一

部
転
入
や
転
出
又
は
、
出
生
、
死

亡
が
あ
っ
た
場
合
に
保
険
税
が
変

更
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
五
十

二
年
度
か
ら
は
世
帯
員
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
に
は
す
べ
て
課
税
額

が
変
更

(増
額
又
は
減
額
)
さ
れ

身

体

障

宝口

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
世
帯
員
の
異
動
届
は
十
四
日
以

内
に
、
又
国
保
か
ら
社
会
保
険

に
移
っ
た
場
合
も
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知

書
は
七
月
十
四
日
に
国
保
世
帯

に
郵
送
し
ま
し
た
。

者

t 
h 

ノミ

ス

運

賃

割

引

制

度

今
ま
で
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
が
パ
ス
を
利
用
さ
れ
る
場
合
、

運
賃
割
引
証
を
発
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
乙
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
す
る
乙

と
で
パ
ス
運
賃
が
割
引
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
次
の
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

⑨
写
真
の
更
新

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十

一
日

以
前
に
交
付
さ
れ
た
手
帳
所
持
者

は、

一
年
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

(
写
真
の
大
き
さ
、
縦
四
セ
ン
チ

横
三
セ
ン
チ
)
を
持
参
し
て
下
さ

8
月
1
日
か
ら
変
更

但
じ
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一

日
以
降
に
交
付
さ
れ
た
第
二
種
の

手
帳
所
持
者
は
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん。

①
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
付

第

一
種
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
各
出
張
所
に
次
の
日
程
で
福
祉

課
か
ら
出
向
き
ま
す
の
で
も
よ
り

い の
。 出

張
所
で
手
続
き
を
し
て
下
さ

程

三
浦
出
張
所

鈴
田
出
張
所

萱
瀬
出
張
所

日

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一
日

七
月
二
十
二
日

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

福
重
出
張
所
七
月
二
十
五
日

松
原
出
張
所
七
月
二
十
六
日

竹
松
出
張
所
七
月
二
十
七
日

西
大
村
出
張
所
七
月
二
十
八
日

市

役

所

七

月

二

十
九
日
l

三
十
日

出
張
所
地
区
は
い
ず
れ
も

午
前
九
時

i
午
後
四
時

※
介
護
付
の
場
合
は
従
来
ど
お
り

割
引
証
が
必
要
で
す
。

:
-
eJe
-
-
J
P
、，.
r
，、，、・
J
J
、，、，
z-phd.
-J
P
、J
r
t
〉も・・
1

も，、
・・z
，、r
f
J
idz〉r
z
p
ち・
J
.
、，

-農業者年金に加入をー

経営移譲年金給付額アップ

額 28，4 4 2円に月

こ
の
年
金
は、

農
業
者
の
為
の

年
金
で
す
。

農
業
者
年
金
は
、
老
後
生
活
の

安
定
と
経
営
の
若
返
り
、
経
営
規

模
の
拡
大
及
び
優
秀
な
経
営
担
当

者
の
確
保
と
い
う
点
に
あ
り
、
国

民
年
金
の
給
付
と
相
ま
っ
て
老
後

保
障
の
機
能
を
果
し
う
る
よ
う
に

仕
組
ま
れ
て
い
る
の
が
特
性
で
す

農
業
者
年
金
は、

物
価
に
ス
ラ

イ
ド
し
ま
す
の
で
現
在
支
給
さ
れ

て
い
る
経
営
移
譲
年
金
の
額
は
五

年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、
現

行
の
月
額
二
万
六
千
円
か
ら
七
月

以
降
は
月
額
二
万
八
千
四
百
四
十

一
一
円
(
九
・
四

Mm
ア

ッ
プ
)
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
の
加
入
に
は
年
齢

的
制
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
対

象
者
で
未
加
入
の
人
は
速
や
か
に

加
入
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

詳
し
い
乙
と
は
農
協
か
農
業
委

員
会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

。
本
年
度
中
に
加
入
し
な
け
れ
ば

資
格
を
失
・
つ
人

大
正
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

十
一
年
一
月
一
日
生
れ
の
人

。
加
入
資
格

三
十
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
耕
作

者
。
現
在
の
掛
金

(
月
)

二
千
四
百
五
十
円
、
後
継
者
千

七
百
五
十
円
(
二
十
才
以
上
三

十
五
才
未
満
)
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地

価

の

目

安

一
公
示

帳

を

t、
口

見
て
参
考
に

市政だより

一
般
の
土
地
取
引
に
お
け
る
地

価
の
水
準
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

価
公
示
法
に
基
づ
い
て
昭
和
五
十

二
年
五
月

一
日
付
で
標
準
地
の
価

格
が
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
公
示
価
格
(
昭
和
五
十
二

年
一
月
一
日
現
在
)
は
、
土
地
取

引
価
格
の
目
安
と
な
っ
た
り
、
公

共
用
地
の
取
得
価
格
の
算
定
基
礎

資
料
な
ど
に
も
役
立
つ
も
の
で
す

皆
様
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め
執

務
時
間
中
に
地
価
公
示
台
帳
を
市

用
地
課
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
ど

利
用
下
さ
い
。

~
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
一

一

国
税
並
び
に

市

税

滞

納

に

よ

分

の

十

以
上

一
り
差
押
え
た
電
話
加
入
権
を
次

代
金
納
付
期
限
七
月
二
十
六

一
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

日

午

前

十
一
時
三
十
分

ん
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印
鑑
ム
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

一
と
買
受
代
金
を
持
っ
て
ど
参
集
な
い
場
合
は
売
却
決
定
を
取

一
下
さ
い

。

消

し
ま
す

日
時
七
月
二
十
六
日

公
売
物
件

一

午
前
十
時

大

村

局

ニ
l
二
五
五
三
番

一
場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

(
諌
早
税
務
署
関
係
分
)

一

公

売

方

法

一

般

競

争

入

札

大

村

局

二

三
三
三
七
番

一
公
売
保
証
金
見
積
価
格
の
百

(

大

村

市

役

所

関

係

分

)

田
や
畑

樹
園
地
、

採
草
放
牧

地
を
「
農

地
」
と
呼

び
ま
す
。

農
地
を

売
買
し
た

り
、
宅
地

に
転
用
し

た
り
す
る

場
合
に
は

事
前
に
市

農
業
委
員

会
、
あ
る

い
は
同
委
員
会
を
通
じ
て
県
知
事

の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す。
許
可
の
種
類
に
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
規
定
の
あ
る
農

地
法
の
条
項
を
と
っ
て
、
ふ
つ
う

「
三
条
許
可
」
「
四
条
許
可
」
「
五

条
許
可
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
許
可
を
受
け
な
い
と

い
く
ら
売
買
な
ど
の
契
約
を
結
ん

で
い
て
も
、
登
記
を
す
る
乙
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

-転用には

許可が必要です

農地の売買
三
条
許
可

売
買
あ
る
い
は
賃
貸
、
交
換
、

贈
与
な
ど
を
し
て
、
そ
の
相
手
方

も
引
き
続
き
農
地
と
し
て
利
用
す

る
場
合

四
条
許
可

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

※ 

自
分
の
農
地
を
自
分
で
農
地
以

外
の
も
の
に
転
用
す
る
場
合

五
条
許
可

農
地
を
買

っ
た
り
借
り
た
り
す

る
人
が
、
そ
の
土
地
を
農
地
以
外

に
転
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

詳
し
く
は
、
市
農
業
委
員
会
へ

林
地
開
発
に
も
許
可
森
林
法

知
事
は
、
森
林
法
に
基
づ
き
、

「
地
域
森
林
計
画
」
を
た
て
て
お

り
本
市
の
民
有
林
も
同
計
画
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
を
開
発
す
る
場
合
、
開
発

面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ

れ
ば
、
事
前
に
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。

開
発
と
は

宅
地
造
成
、

開
乙
ん
、
土
石
や

樹
根
の
探
掘
な
ど
土
地
の
形
質
を

か
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、

経
済
部
農
林
水
産

課

へ
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発

長
崎
県
土
地
利
用
対
策
要
綱

開
発
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
に
な
る
と
市
全
域
に
お
い
て
、

乙
の
要
綱
の
規
制
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

開
発
者
は、

事
前
に
、

市
を
通

じ
県
知
事
あ
て
開
発
承
認
申
請
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

知
事
は
、
そ
の
内
容
を
検
討
し

六
十
日
以
内
に
承
認
す
る
か
ど
う

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

図
の
中
央
に
あ
る
星
が
ぐ
る

ぐ
る
廻

っ
て
い
る
場
合
は
危
険

信
号
(
漏
水
)
で
す
。

水
道
部
又
は
水
道
の
工
事
屈

に
連
絡
し
て
修
理
を
し
て
下
さ

だ
れ
に
も
で
き
る

漏
水
調
査
の
一
斉
実
施
を

大
切
な
水
資
源
を
み
ん
な
の

協
力
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

夏
場
は
年
中
で
最
も
水
の
需

要
が
増
大
す
る
時
期
で
あ
り
各

家
庭
の
水
道
料
金
が
あ
が
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
漏
水
を
し
ま
す
と

そ
の
分
ま
で
料
金
と
な
り
ま
す

の
で
、
い
ち
早
く
漏
水
の
発
見

を
す
る
た
め
に
は
、
じ
ゃ
ぐ
ち

を
全
部
と
め
て
水
道
の
メ
ー
タ

ー
を
見
て
下
さ
い
。

か
を
決
定
し
ま
す
。

申
請
書
に
は
、
町
と
開
発
者
と

の
開
発
協
定
の
案
を
添
付
す
る
乙

と
に
な
っ
て
お
り
、

計
画
が
承
認

さ
れ
て
か
ら
、
両
者
で
正
式
に
協

定
を
結
び
ま
す
。

こ
の
段
階
で

.
市
は
計
画
に
い

ろ
い
ろ
注
文
を
つ
け
る
わ
け
で
す

。
。

この星がまわります

開
発
者
は
、
工
事
に
着
手
し
た

ら
着
工
屈
を
、

竣
工
し
た
ら
竣
工

届
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ま
た
、

開
発
者
が
設
け
る
べ
き

公
共
、
公
益
的
施
設
の
整
備
基
準

も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
企
画
部
用
地
課
へ

~ 

。

七
月
の
納
税
は
、
固
定
資
産
税
二
期
と
国
民
健
康
保
険
税
一
期
分
の

納
期
月
で
す

納
期
を
忘
れ
ず
自
主
納
税
が
で
き
る
納
税
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

昭
和
五
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
七
月
十
四
日

町
発
送
し
ま
し
た

配

U
Eが
劃
州
判
制
別
ペ
料
配
川
町
制
い
む
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務

課
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

jくt

O
精
霊
舟
と
し
て
利
用
し
焼
却
す

ヲ

hv
乙ル」

申
込
期
限

精
霊
流
し
は
集
積
地
J¥  

--2

、，a.
，、，‘.，-，‘.・‘，

B

，・‘，、，.‘，、，‘、，、，‘.，、，‘.・、，‘.，、，、.，-，‘，・、，

E.・--r‘.・-，』，・‘，‘，・‘，‘，

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

恒
例
の
精
霊
流
し
が
近
づ
い
て

キ
己
合
子
し
ゃ
ん
。

「
き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た

め
」
当
日
の
精
霊
舟
や
供
物
な
ど

を
川
や
海
に
流
さ
な
い
よ
う
に
ど

協
力
下
さ
い
。

精
霊
舟
な
ど
の
指
定
集
積
地
並

び
に
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
八
月

一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

精

霊

舟

用

と

し

て

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
無
償
払
下
げ

払
下
げ
条
件

。
町
単
位
か
部
落
単
位
で
あ
る
こ

ム」個
人
に
は
払
下
げ
ま
せ
ん

七
月
三
十
日
ま
で

のレミネコ、 住lζ 内市

外国人の皆様へ

(あなたの外国人登録証明書の¥
切替時期を確かめて下さい / 

白

f

、J
t
，J
E
、f
e
J
t
f
'
B
r
e
e
-
J
、，
z
e
J
a
、
f
'
J
t
ごr
，‘r
'
z
-
K
2
1
2
e
、f'e
，t
J
z
，J
1
f
、，=，
F
i
、
f
t
，R
J
:
、J
'
:
え
3
2
e
ご，、
f
z
，t
z
f
t
J
-
J
、B
ご・
9
i
A

な
ど
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
~

ん

海

水

浴

場

開

き

指

定

さ

れ

た

遊

泳

海

域

か

ら

出

叫

~

松

原

7
月

何

回

か

ら

な

い

よ

う

お

願

い

し

ま

す

ヤ

V

@

午

後

六

時

か

ら
は
監
視
員
が
い

〈

三

浦

7
月

引

日

か

ら

ま

せ

ん

し

漁

業
操
業
な
ど
で
危
V

険
で
す
か
ら
遊
泳
を
や
め
ま
し
A

m

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
松
水
浴
場
入
口
に
臨
時
バ
ス
停
留
所

}

よ
・

つ

日

ん
原
・

三
浦
両
海
水
浴
場
を
そ
れ
ぞ
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
(
海
水
浴
場
@
監
視
員
の
指
示
に
は
必
ず
従
い
ザ

ま
し
ょ
う

へ

い
れ
八
月
三
十

一

日

ま

で

開

設

し

ま

ま

で

徒

歩

十

分

)

:

川

す

。

注

意

u

@
指
定
さ
れ
た
駐
車
場
を
利
用
し
、

ハ
な
お
、
開
設
期
間
中
、
三
浦
海
@
海
水
浴
場
周
辺
に
は
、
磯
立
網

h

m

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

V

J
‘、，ご包-，‘、
JZea
，‘，
Z
J
、，，
.. ，J
‘、，
J
九-，‘、
-Je--
，.
1
J
・、，，，
，-J
、，，こ，，
、，、、
J
一ぅ，，、ご
J'
‘，，
，，-J
、司，2
1
‘，‘、
J
13
，，‘

ごニ
、，，
c
，J
‘、，、一
':
，‘、
c
t
，，，‘
tJ-
、，，，
e
，J
‘、.J'
z
，‘、
. 乗

る
な
ら
飲
ま
な
い

申
込
先

害
係

市
民
部
生
活
環
境
課
公

昭
和
四
十
九
年
に
外
国
人
登
録

証
明
書
の
切
り
替
え
.
ま
た
は
新

規
登
録
の
い
ず
れ
か
を
受
け
ら
れ

た
人
は
‘
そ
の
切
替
え
、
ま
た
は

登
録
を
受
け
ら
れ
た
日
か
ら
三
年

自
に
相
当
す
る
日
(
外
国
人
登
録

証
明
書
二

ペ
ー
ジ
に
記
入
し
て
あ

り
ま
す
)
の
前
三
十
日
以
内
に
、

次
の
物
を
持
っ

て
市
役
所
市
民
課

に
お
越
し
の
う
え
、
新
し
い
登
録

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い

も
し
該
当
者
の
人
で
期
間
内
に

登
録
事
項
の
確
認
切
替
申
請
に
違

反
し
た
場
合
は
、
法
令
に
よ
り
処

罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

④
持
っ
て
く
る
も
の

マ
⑪
外
国
人
登
録
証
明
書

マ
印
鑑

マ
旅
券
(
持

っ
て

い
る
人
だ
け
)

マ
写
真
三
枚
(
十
四
歳
未
満
は
不

要
、
正
面
無
帽
、
最
近
六
カ
月
以

内
に
撮
影
し
た
名
刺
形
、
ま
た

は
五
セ
ン
チ
平
方
の
大
き
さ
)

。
問
い
合
わ
せ
先

市
民
部
市
民
課

(
E
三

四

一
一
)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

大二す
昭村十と市
和市四、内
五の円ーで
十収の箱た
二 入た(ば
年とば二乙
度な乙十を
はり消本買
、ま費入わ

ーす税)れ
億。がでま

求 す住七
めた 。民干
る ば 福万
ょこ 祉 円
うは のが
ご 極 た見
協力 め込
力市 に ま
く内 使れ
だで わて
さ買 れお
いい まり

た
ば
こ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

0

0

0

 

夏

は

ご

用o

lli 、O

ー

多

く

な

る

ち

漢

i

女
性
の
魅
力
を
思
う
存
分
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
狙
う
「
ち
漢
」

も
こ
れ
か
ら
急
に
多
く
な
り
ま
す

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

O
夜
道
は
遠
回
り
で
も
明
る
い
と

こ
ろ
を
通
る

O
帰
り
が
遅
く
な
る
と
き
は
、
家

族
に
迎
え
に
来
て
も
ら
う

O
車
の
誘
い
に
は
絶
対
に
の
ら
な

O
休
む
と
き
は
、
暑
く
て
も
戸
締

り
を
す
る

O
身
に
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、

近
く
の
家
に
飛
び
込
む
か
、
大

戸
で
助
け
を
求
め
る

O
防
犯
ブ
ザ
ー
を
活
用
す
る

。
ち
漢
を
刺
激
す
る
よ
う
な
挑
発

的
服
装
は
つ
つ
し
む

※
被
害
者
の
、
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

は
小
学
生
以
下
の
こ
ど
も
で
す
。

乙
ど
も
の
被
害
を
防
止
す
る
に

は
、
各
家
庭
で
の
し
つ
け
が
最
も

大
切
で
す
が
、
周
囲
の
方
々
の
暖

か
い
心
配
り
も
必
要
で
す
。

大

村

署

警

察

大
村
市
連
合
防
犯
協
会
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目
的

青
少
年
の
心
身
の
健
全
な

育
成
と
柔
道
を
通
し
て
正
し
い

人
間
関
係
と
礼
儀
正
し
さ
を
身

に
つ
け
さ
せ
る

日
時

毎
週
火
曜
日
・

木
曜
日

学
生

午
後
六
時
l
七
時
三
十

分一
般

午

後

六
時

i
八
時

場
所

市
武
道
館

申
込

教
室
日
に
市
武
道
館
で
行

い
ま
す

申
込
期
限

試

験

園
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
事
由

の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
す
る
乙
と
が
で
き
な
い
で
、

就
学
を
猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た
人

な
ど
に
対
し、

中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

国
が
行
・つ
試
験
で
合
格
し
た
人

に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日
十
一
月
十
一
日

願
書
受
付

八
月
十
六
日

t
九
月

十
六
日

受
験
案
内
・
出
願
諸
用
紙
の
請
求

長
崎
市
江
戸
町
二
|
十
三

長
崎
県
教
育
庁
学
教
教
育
課

返
信
用
封
筒
に
五
十
円
切
手
を

は
、
って
お
送
り
下
さ
い
。

募
圃
柔
道
教
室
生 集

七
月
末
日
ま
で

圃
夏
休
み
学
童
保
育
所

開

設

対
象

共
働
き、

父
子
、
母
子
家

庭
の
カ
ギ

ツ
子
の
小
学
校
低
学

年
日
時
七
月
二
十
一
日

t
八
月
三

十
一
日
(
日
曜
日
は
休
み
)

午
前
八
時

t
午
後
五
時
三
十
分

場
所

元
三
域
保
育
所
跡

指
導
員

三

人

内

容

み

ん
な
と
楽
し
く
遊
ん
だ

り
、
朝
は
勉
強
時
間
も
あ
り
ま

す
問
合
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の

※ 

毎
月
刊
日
は
防
犯
の
日
で
す

会
原
口

橋
口

皿
三

|
五
O
七

一

皿
三
l
三
六

O
八

園
地
方
自
治
初
年
記
念

懸

賞

論

文

「
あ
す
の
地
方
自
治
」

題
名

原
稿

。
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
六
十
枚
以

内
O
応
募
原
稿
に
は

ωは
じ
め
に
目

次
を
附
し
、

ω八
百
字
以
内
の

本
文
要
旨
を
添
付
し、

凶
応
募

者
の
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日

職
業
(
勤
務
先
の
名
称
、
部
課

名
、
地
位
な
ど
く
わ
し
く
、
在

学
中
の
人
は
学
校
名
、
学
部
、

学
年
)
を
明
記
の
乙
と

O
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る

O
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

送
り
先

一T
一己
五
東
京
都
港
区
芝
西
久
保
明

舟
町

一
番
地

E
O
三

(五

O

四

)
O
八
四
一

t
三

財
団
法
人

自
治
総
合
セ

ン
タ

ー
宛

封
書
に

コ
ニ
十
周
年
記
念
論
文

在
中
」
と
朱
書
の
乙
と

締
切

九
月
三
十
日

入
選

賞
状
と
賞
金
を
授
与

一
席
(
一

一編
)
三
十
万
円

二
席

ハ一

一編
)
十
五
万
円

三
席

(一

編
〉
七
万
円

防
犯
は
戸
ご
と

佳
作

(三
編
)
三
万
円

も

よ

お

し

圏
第
内
国

家
庭
教
育
映
画
会

「
わ
が
家
の

第
三
日
曜
日
」

苛
酷
な
社
会
状
勢
の
中
で
苦
斗

す
る
多
く
の
父
親
。

そ
の
中
で
、

第
三
日
曜
日
を
近

映
画

ーご寄付ありがとうございました-

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金

一
封

ム
武
部
郷
の
久
冨
雅
美

さ
ん
は
、
亡
夫
征
憲
さ

ん
の
忌
明
に

ム
久
原

郷
前
舟
津
の
長
山
仁
さ

ん
は
、

亡
母
カ
ノ
さ
ん

の
忌
明
に

ム
長
崎
市

西
坂
町
の
高
比
良
武
好

さ
ん
は
、
亡
三
男
吉
信

さ
ん
の
忌
明
に

ム
西

本
町
五
四

O
の
一
の
山

崎
鹿
平
さ
ん
は
、
亡
妻

ツ
子
さ
ん
の
忌
明
に

ム
協
和
町
の
原
田
ス
ミ

さ
ん
は
、
亡
母
丸
野
春

梅
さ
ん
の
忌

明

に

ム

市
内
匿
名
氏
さ
ん
よ
り

ム
玖
島
郷
五
O
の

一の

倉
石
弘
文
さ
ん
は
、
亡

父
晋
さ
ん
の
忌
明
に

ム
蔦
川
内
郷
二
七
一
の

人
ご
と

職
場
ご
と

所
の
子
ど
も
達
に
開
放
し
、
わ
が

家
や
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め

る
事
が
で
き
た
あ
る
父
親
の
姿
を

感
動
的
に
描
き、

そ
し
て
、

家
庭

に
お
け
る
父
親
の
あ
り
方
、
余
暇

増
加
と
地
域
活
動
参
加
の
問
題
な

ど
、
今
日
的
な
問
題
を
考
え
ま
す

日
時

七
月
二
十
九
日
(
金
)

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

皿
二
|
四
三
二

一

申場
込所

本
山
茂
俊
さ
ん
は、

大
村
警
察

一

署
か
ら
の
謝
礼
金
を

ム
杭
出
一

津
住
宅
四
区
の
伊
東
武
夫
さ
ん
…

は、

亡
母
キ
ミ
さ
ん
の
忌
明
に

.

A
野
田
郷
一
四
三
二

の
赤
田
悟

一

さ
ん
は
、
亡
父
茂
さ
ん
の
忌
明

-

に

ム
木
場
郷

一
一
二
五
の
二

の
田
川
令
子
さ
ん
は
、
亡
夫
研

一

二
さ
ん
の
忌
明
に

一

交
通
遺
児
の
た
め
に
ご
預
託
一

ム
宮
小
路

一
丁
目
の
佐
藤
雅
之

…

さ
ん
は、

拾
得
金
の
還
付
金
を
…

ム
本
町
二
丁
目
の
赤
水
清
春
さ

一

ん
は、

商
品
無
人
販
売
売
上
金
一

を

山

大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

ム
市
内
匿
名
氏
さ
ん
は
、
金
一

封
を

大
村
子
供
の
家
へ
ご
預
託

ム
竹
松
本
町
の
橋
口
鶴
代
さ
ん

は
亡
夫
孫

一
さ
ん
の
忌
明
に

園
子
ど
も
芸
術
劇
場

音
楽
劇

小
さ
な

「
オ
ペ

ラ
を
作
ろ
う
/

煙
突
そ
う
じ
屋
さ
ん
』

日

時

八

月

一
日
(
月
)

開
場

十
二
時
三
十
分

場
所

市
民
会
館
ホ
l
ル

対

象

市

内
小
学
校
五

・
六
年

主
催

文
化
庁
、

県
教
育
委
員
会

市
教
育
委
員
会

出
演

東
京
室
内
歌
劇
場

入

場

料

無
料

入
場
券

各
学
校
で
希
望
者
に
配

布
し
ま
す
が
、
五
・
六
年
の
父

兄
及
び
同
教
師
、
少
年
団
体
指

導
者
で
ご
希
望
の
人
は
市
社
会

教
育
課

(
旭
三
l
四

一
一
一
)

へ
申
込
ん
で
下
さ
い

園
市
民
と
自
衛
隊
の

納
涼
の
タ
ベ

七
月
三
十
日
(
土
)

午
後
七
時

1
十
時

大
村
航
空
隊
広
場

盆
お
ど
り
音
楽
隊
演
奏

日
時

内場
容所

送
迎
便

夜
庖市

内
幹
線
を
適
宜
運
行

大
村
航
空
隊
運
動
場

大
村
航
空
隊

の
共
催

竹
松
部
隊

駐
車
場

主
催
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※ 

毎
月
刊
日
は
防
犯
の
日
で
す

-

絵

馬

展

日
時

七
月
二
十
日

l
九
月
三
十

場
所日

市
立
史
料
館
展
示
室

(
市
立
図
書
館
階
上
)

展
示
品
市
内
神
社
所
有
の
絵
馬

そ
の
外
社
寺
所
蔵
品
五
十
点

入
館

無
料

(月
曜
日
・

祭
日
は

休
館
し
ま
す
)

習

ぷ』
2支

講
園
夏
休
み

親
子
お
は
よ
う

サ
イ
ク
リ
ン
ゲ

り

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
、
安

全
定
行、

点
検
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
指
導
し
ま
す。

親
子
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い

コ
l
ス

玖
島
崎
(
大
村
公
園一

世
情

)

日
時

七
月
二
十
一
日

i
七
月
三

十

一

日

(
雨
天
中
止
)

所
要
時
間
一
時
間
程
度

集
合
場
所

市
役
所
前
広
場

集
合
時
間
午
前
六
時
三
十
分

主
催

大
村
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ

プ、

大
村
自
転
車
組
合

無
料

参
加
費
用

問
合
せ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
務
局

血
二
|
二
三

O
九

-
夏
休
み
電
気
教
室

正
し
い
電
気
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
開
講
し
ま
す
。

日
時

講
議

A
珪

七
月
二
十

一
・
二

十
二
日
、

B
班

七

月

二
十
七

.
二
十
八
日

八
時
四
十
五
分

t
十一

時
三
十

分
相
浦
発
電
所
見
学
会

A
班

七

月

二
十
五
日

B
荘

七
月
二
十
六
日

八
時
三
十
分
l
十
六
時
十
分

会
場

東
三
城
町
十
三

九
州
電
力

大
村
営
業
所

対

象

市

内
在
住
の
中
学
二
年

申
込

各
中
学
校
へ

※
詳
し
く
は
各
中
学
校
か
九
電
大

村
営
業
所
(
E
二
i
一
二

七
一
)
へ

園

8
ミ
リ自

作
映
画
教
室

手
も
ち
の
機
材
を
生
か
し
て
八

ミ
リ
映
画
を
作
っ

て
み
た
い
。

そ
ん
な
人
達
の
た
め
に
基
礎
的

な
知
識
、
実
技
の
八
ミ
リ
自
作
映

画
教
室
を
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
聞

き
ま
す
。

日
程
・
内
容

①
八
月
一
日
(
月
)

八
ミ
リ
機
材

の
特
性
と
選
び
方

②
八
月
八
日
(
月
)

撮
影
実
習

防
犯
は
戸
ご
と

③
八
月
十
五
日
(月
)

タ
イ
ト
ル

の
撮
り
方
と
編
集
の
し
か
た

①
八
月
二
十
二
日
(月
)

録
音
の

し
か
た
(
同
時
録
音
を
含
む
)

⑤
八
月
二
十
九
日
(月
)
各
自
作

品
の
鑑
賞
と
批
評

い
ず
れ
も
午
後
七
時

t
九
時

対
象
阻
成
人
(
初
心
者
)

定

員

三

十
人

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師

長
崎
南
高
等
学
校
教
諭

末
吉
純
次
先
生

申

込

ハ

ガ
キ
か
電
話
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い

申
込
先

久
原
郷

一
の
一

中
央

公
民
館

血
二
i
四
三
二

一

-
第
何
回

良
い
映
画
を
見
る
会

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
の

七
転
び
八
起
き
」

日
時
・
場
所

七
月
二
十
五
日
(
月
)

。
午
前
十
時

t
十
時
四
十
五
分

中
央
公
民
館

。
午
後
二
時
l
二
時
四
十
五
分

中
地
区
公
民
館

。
午
後
四
時

t
四
時
四
十
五
分

竹
松
出
張
所

七
月
二
十
六
日

。
午
前
十
時
l
十
時
四
十
五
分

福
重
出
張
所

映
画

人
ご
と

職
場
ご
と

。
午
後
三
時

t
三
時
四
十
五
分

萱
瀬
出
張
所

対
象

小
学
校
全
学
年
、
P
T
A

子
ど
も
会
、
そ
の
外

入
場
料

無
料

主
催

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

@
十
六
ミ
リ
・
カ
ラ
!
作
品

四
十
五
分

@
児
童
劇
映
画

。
臼
本
相
撲
協
会
、
二
子
山
部
屋

協
力

@
文
部
省
選
定

解
説

勉
強
も
運
動
も
駄
目
、
宿

題
は
忘
れ
る
:
・
と
乙
ろ
か
ら

タお
荷
物
の
健
ち
ゃ
ん
タ

と
あ

だ
名
を
付
け
ら
れ
た
少
年
が
、

や
は
り
自
信
を
失
い
か
け
た
相

撲
取
り
と
知
り
合
い
、
「
や
れ

ば
出
来
る
、
僕
も
や
る
か
ら
、

お
兄
ち
ゃ
ん
も
頑
張
れ
よ
」
と

発
憤
す
る
ま
で
の
不
屈
の
物
語

を
二
子
山
部
屋
の
全
面
協
力
で

力
強
く
描
き
ま
す

※

詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
l
へ

E
二
l
四
三
二
一

ス
ポ
ー
ツ

E
月
例
卓
球
大
会

日
時

七
月
二
十
四
日
(
日
)

午
前
九
時

t
午
後
五
時

市
民
体
育
館

場
所

参
加
料

シ
ン
グ
ル
ス

(
一
般

高

校

三

百
円

中

学

二
百

円
)
ダ
ブ
ル

ス

(四
百
円
)

申
込
先

大
村
ス
ポ
ー

ツ
社
、
旭

堂
ス
ポ
ー
ツ
社
、
向
陽
ス
ポ
ー

ツ
社
、
親
和
金
融
内
大
村
卓
協

事
務
局

園
水
泳
教
室

対
象小

学
校
三
年
生

t
六
年
生
の
男

女
で
泳
げ
な
い
人

日
時

八
月

一
日

t
五
日

午
後
三
時

t
六
時

場
所

市
民
プ
l
ル

募
集
人
員

五
十
人

参
加
料

無
料

指
導
者

水
泳
連
盟
指
導
員

申
込
期
限

七
月
二
十
五
日

申
込

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話

番
号
を
か
い
て
市
体
育
課

へ

圃
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時

八
月
六

・
七

・
八
日

種
目

小
学
生
の
部
、
中
学
男
の

部、

中
学
女
の
部

参
加
資
格

登
録
し
た
少
年
団

申
込
期
日

七
月
二
十
日

申
込
先

市
教
委
体
育
課

※
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
、
十
月
二
十
二
・
二
十

三
日
の
予
定
で
す
。

圃
試
合
の
結
果

一
市
ク
ラ
ブ
対
抗
(
九
人
制
)
一

一

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

一

六
月
二
十
六
日
(日)、

市
体
育

館
を
主
会
場
に、

男
子
六
チ

1
ム

女
子
九
チ
ー
ム

の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

男
子優

勝

大

村
ク
ラ
ブ

二
位

愛
好
会
ク
ラ
ブ

女
子

A
ク
ラ
ス

優

勝

大

村
婦
人
ク
ラ
ブ

二
位

つ
く
し
ク
ラ
ブ

B
ク
ラ
ス

優

勝

九

電
ク
ラ
ブ

二
位

市
立
病
院
ク
ラ
ブ

一

市

内

小

学

生

一

一

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

一

七
月
三
日
(
日
)
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
年
年
と
技
能
が
高
ま
り

中
学
生
な
み
の
技
を
見
せ
る
人
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

男
子
の
部

一
位

福

重
ク
ラ
ブ

二
位
松
原
ク
ラ
ブ

三
位

大
村
ク
ラ
ブ

女
子
の
部

一
位
西
大
村
ク
ラ
ブ
凶

二
位

福
重
ク
ラ
ブ

一
三
浦
ク
ラ
ブ

三
位

{
:
(

戸松
原
ク
ラ
フ
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注
射
と
検
診

圏
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

八
月
の
健
康
相
談
室
の
日
程
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

妊
娠
中
の
人
、
お
子
さ
ん
の
こ

と
で
相
談
が
あ
る
人
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
ご
利
用
下
さ
い
。

圏

3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
九
年

一
月
生
れ

の
人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
昭
和

四
十
八
年
七
月
か
ら
十
二
月
生
れ

の
人
で
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い

1 ~ _ I 内 i 容
i月 日 19: 00......11: 001 13:00......16:00 

18月 1日f月)1妊 婦 相談 |一般健康相談

I~;;:zr円引;;222l
18月15日(月)!妊 婦 相談 i一般健康相談

18月17日(水)1乳幼児相談 |妊婦教室(第3回)

I J 月 24 日 F水) I~I妊婦教室(引回)

日

時

七

月
二
十
八
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分、

午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

(受
付
)

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

8月 の日曜当番医

病(医)院名

科

科

診療科目

内

外

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、

水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
次
固
に
お
受
け

下
さ
い
。
(
毎
月
第
四
木
曜
日
)

圃
妊
婦
教
室

お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
い

か
が
で
す
か
。

初
め
て
お
産
さ
れ
る
人
は
、
是

非
お
で
か
け
下
さ
い
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

時
間
午
後
一
時
か
ら

古
一
吠妊婦

! 内
!。はじめて母親と問、得
。妊娠中の保健(乳房のマッサージの実習)
。映画、生命の創造'

|。妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)
。安産のために l補助動作、妊婦体操の実習)

¥ :産開健。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)
。映画、スキンシップグ

I :乳幼児の環境と性格
。家庭の幸サのために(家族計画)

~ 

1:'1・

程日
....... 
主教

月白

8月3日
i第I回)

8月10日
(第2回)

8月17日
(第3回)

園
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

(
混
合
)
の
予
防
接
種

該
当
者

O
第
一
期
(
初
回
免
疫
)

生
後
六
カ
月
か
ら
四
十
八
カ
月

ま
で
の
人
で
、
ま
だ
初
回
免
疫

接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人

O
第
二
期

(追
加
免
疫
)

初
回
免
疫
接
種
後
十
二
カ
月
か

ら
十
八
カ
月
に
至
る
期
間
の
人

接
種
要
領

O
第
一
期

六
週
間
の
間
隔
を
お

い
て
二
回

O
第
二
期
い
ず
れ
か
の
日
に一

回

禁

忌

者

有
熱
者
、
か
っ
け
、
心

臓

・
じ
ん
臓

・
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
人

料

金

無

料

※
な
お
当
日
は
必
ず
体
温
を
計

っ

て
き
て
下
さ
い
。

母
子
手
帳
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す

融

資

園
雇
用
促
進
融
資

H 月 ~4 日
(第4回〕

雇
用
促
進
融
資
と
は
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
っ
て
労
働

者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
、
事
業

νフテリア・破傷患予防接種目程表

::(J 

時間は、いずれも午後2時......3時

主
の
団
体
に
労
働
者
住
宅
及
び
諸

施
設
な
ど
の
設
置
、
整
備
の
た
め

の
資
金
を
長
期
・
低
利
で
融
資
し

て
労
働
者
金
雇
用
の
促
進
と
企
業

に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に

，
こ
れ
に
よ
っ
て
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
制
度
で
す
。

受
付
期
間

昭
和
五
十
三
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
(
貸
付
枠
に
達
し
次
第
締

切
り
ま
す
)

貸
付
対
象
施
設

。
労
働
者
住
宅
社
宅
・
寄
宿
舎

な
ど

O
福
祉
施
設
休
養
室
・

浴
場
・

食
堂
・
託
児
所
・
体
育
施
設
・

売
庖
な
ど

。
職
業
訓
練
施
設

職
業
訓
練
の

た
め
の
教
室
・
機
械
な
ど

。
通
年
雇
用
施
設
ス
チ
ー
ム
ク

出松原

リ
l
ナ
l
・
被
服
乾
燥
機
・
ボ

イ
ラ
ー
な
ど

。
身
体
障
害
者
作
業
施
設

作
業
場
お
よ
び
機
械

O
心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所

施
設

作
業
施
設
・
管
理
施
設
・

福
祉

施
設
な
ど

融
資
率

標
準
価
格
に
基
づ
い
て
算
出
さ

れ
、
八

O
M万
t
九
O
Mm

利
率

七
・
五
%

償
還
期
間
五
年
l
三
十
年
以
内

(貸
付
対
象
施
設
の
内
容
に
よ

る
)

申
込
先

取
扱
金
融
機
関
(
銀
行
・
相
互

銀
行
・
信
用
金
庫
)

問
合
せ
先
大
村
公
共
職
業
安
定

所

孤

二

一

二

O

一
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